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１．はじめに



当社の概要
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商 号
オーウエル株式会社
O-WELL CORPORATION

設 立 1943年11月

所 在 地
●本店：大阪市西淀川区御幣島5-13-9
●東京：東京都品川区北品川3-6-17

資 本 金 8億5,786万円

代 表 者 代表取締役社長 飛戸 克治

事 業 内 容 ●塗料関連事業 ●電気・電子部品事業

従 業 員 数 ●連結：660名 （2020年3月末現在）

[126名] ※ [   ]は平均臨時雇用人員で外数

売 上 高 ●連結：645億円 （2020年3月期）

関 係 会 社 ●連結子会社：16社 ●持分法適用関連会社：4社

工業用塗料販売で国内トップクラスの塗料関連事業を主として、

センサーを中心とする電気・電子部品事業をグローバルに展開する生産財商社



企業理念およびビジョン
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オーウエルの「社会的使命」は、

最適整合の創造

「企業目標」は、 意欲あふれる快心企業

その達成のための３つのポリシーは、

１．顧客志向の実践
２．理と情との調和
３．社会との共感

中期経営計画におけるビジョンは、

意匠や機能で、人々の未来を豊かにする



事業内容と売上構成

連結売上高

645.0億円

2020年3月期

76.4％

塗料・表面処理剤 46.9％

化成品・物資 15.0％

塗装・計測機器 3.6％

完成工事 4.4％

・ ホールIC（磁気センサー）
・ LED照明製品
・ 各種センサー

その他 6.5％
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電気・電子部品事業 塗料関連事業

23.6％

塗装ライン関連、内外装リフォーム関連工事

塗装に関連する機器の販売

生産現場の課題解決に寄与する商品を提供
（防音材、フィルム、接着剤、耐熱セラミック製品ほか）

【工業用塗料】
生産ラインで連続的に量産される
工業製品に使用され、
固有の条件に配慮して設計、開発した塗料
（例：自動車用塗料）

【汎用塗料】
幅広く使用されている塗料

（例：建築用塗料）



業種別売上構成
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自動車
49.9％

鉄鋼
12.7％

建設・建築
11.7％

機械
10.0％

金属製品 4.5％ その他
8.3％

船舶・構造物 2.9％

連結売上高

645.0億円

2020年3月期



２．2020年3月期 決算概要



決算のポイント
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１. 売上高は概ね前期と同水準も、利益は前期比減

２. 電気・電子部品事業における米中貿易摩擦等の
影響により利益減

３. 配当は前期比2円増額し、年間22円とする
（中間10円、期末12円）



決算実績サマリー
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■前期比については、電気・電子部品事業における米中貿易摩擦等の
影響により利益減

■予想比については、2019年11月12日付にて修正後の業績予想には未達

2019年
3月期
実績

2020年
3月期
予想

2020年
3月期
実績

前期比 予想比
前期比

( % ) 
予想比

( % )

売上高 64,671 65,500 64,508 ▲163 ▲992 99.7% 98.5%

営業利益 1,254 850 736 ▲518 ▲114 58.7% 86.6%

経常利益 1,418 1,000 916 ▲502 ▲84 64.6% 91.6%

親会社株主に帰属する

当期純利益 957 640 521 ▲436 ▲119 54.5% 81.4%

一株当たりの

当期純利益（円） 104.81 61.88 50.41 ▲50.4 ▲11.47 48.1% 81.5%

配当（円） 20 27 22 2 ▲5 - -

（単位：百万円）



セグメント別動向 塗料関連事業

11

売上高 セグメント利益

50,280 49,290

2,428
2,210

（98.0％）

（91.0％）

■主たるお客様である自動車メーカーの生産減や、9月に発生した台風15号の
被害によるお客様のライン停止影響に加え、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により期末需要が減少したことから、売上高、利益ともに減

2019年
3月期
実績

2020年
3月期
実績

前期比
前期比

( % ) 

売上高 50,280 49,290 ▲990 98.0%

セグメント
利益

2,428 2,210 ▲218 91.0%

（単位：百万円）



セグメント別動向 電気・電子部品事業
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14,391
15,217

483

191

（39.5％）

■子会社であるユニ電子においてカーナビゲーションソフトウエアの販売が
好調に推移したものの、中国向けの車載モジュールや主要商品である
ホールICの販売が米中貿易摩擦の影響を受け、利益減

（単位：百万円）

売上高 セグメント利益

2019年
3月期
実績

2020年
3月期
実績

前期比
前期比

( % ) 

売上高 14,391 15,217 826 105.7%

セグメント
利益

483 191 ▲292 39.5%

（105.7％）
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2021年3月期は、今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、当社グループを取り巻く事業環境は不確実性を

増加させることが想定されます。このような状況に鑑み、本来であれば、株主の皆様に利益還元すべきところでありますが、

現時点においては、不測の事態が生じた場合の経営と雇用の安定化に備えるため、期末配当を12円とさせていただきます。

2020年3月期における1株当たり配当金は、中間10円 期末12円
（当初予想は中間10円 期末17円）

1株当たり配当金・配当性向 （％）



３．2021年3月期の見通し



2021年3月期 連結業績予想
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新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響により、

当社グループが影響を受ける自動車業界の動向につきましても

現在多くの工場が稼働停止や生産調整の中にあり、今後の自動車

メーカー各社の生産回復の見通しも不透明な状況となっております。

また建設機械等、その他の産業におきましても、景気減速の影響を

受けて低調となることを予想しております。

今後、業績への影響を慎重に見極め、合理的な予想の開示が

可能となった段階で、速やかに公表いたします。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、現時点では

合理的な業績予想の算出が困難であるため、未定とさせていただきます



▶ 新型コロナウィルス感染症対策本部を設置、グループで連携

▶ シンジケートローンによるコミットメントライン等で
40億円以上の資金調達枠を確保

▶ 感染拡大の収束後（アフターコロナ）を見据え、
成長戦略に対しての投資は引き続き実施

新型コロナウイルス感染症への当社グループの対応
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当社グループの新型コロナウィルス感染症対策の基本方針

１．従業者およびその家族の健康維持を最優先する

２．地域・社会への影響を配慮し、感染拡大防止に努める

３．取引先から求められる商品・サービスの継続的な提供に
最善を尽くす



４．成長戦略
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中長期的な成長イメージ

●市場拡大を捉えたセンサー販売の拡大 等

●塗装の高度化、省人化
グローバル化への対応 等

成 長 戦 略 の 推 進

収
益

の
拡
大

電気・電子部品事業

塗料関連事業

融合領域

●塗装現場管理システムの開発・展開



（１）塗装の高度化、省人化
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▶ 当社グループの塗料関連事業と電気・電子部品事業を融合して
塗装ラインをIoTで管理する 「塗装現場管理システム」 を開発

▶ 一部特許を取得し、モニター販売を開始
紹介記事が日経産業新聞に掲載されました
（2020年3月26日付15面）
http://www.owell.co.jp/ir/irnews/index.html
※当社ホームページよりご覧ください

検証を進め、導入拡大に向け開発・推進を加速させる
2020年秋をめどに本格販売予定

これまで熟練の作業員の経験に頼っていた塗装の不具合の確認を
センサーやカメラを使って発生を予想し原因を発見することが可能に



（２）市場の拡大を捉えたセンサー販売の拡大
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▶ 主要商品であるホールICに加え、各種センサーの販売を
拡大

当社独自のモジュール製品を開発し、
当社グループ全体でモジュールビジネスを推し進める

・ RFID／Radio Frequency Identification
・・・RFタグから無線通信によって情報をやりとりするシステム

・ IPS／Indoor Positioning System
・・・屋内位置測位システム

・ Logtta CO2
・・・CO2の濃度をワイヤレスで監視するセンサー

（室内の換気状況を判断する指標として活用）



▶ グローバル戦略プロジェクトを新設

▶ メキシコにおいて塗装関連事業をスタートさせる目処が
ついたため、連結子会社であるO-WELL Mexico Coatings &

Electronics S.A. de C.V. に増資を実施

今後のグローバル経済の行方を読みながら、
現在展開している海外拠点の配置や連携を踏まえて
新しいビジネスの創造を企画・検討する

（３）海外展開
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（４）経営基盤の強化
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▶ コーポレート・ガバナンスの強化
・ 監査等委員会設置会社への移行
・ 譲渡制限付株式報酬制度の導入

▶ 収益体質の強化
・ 業務の効率化と生産性の向上
・ 社員の心身の健康増進

アフターコロナを見据え、引き続きコア事業である
塗料関連事業と電気・電子部品事業のシナジーを
高め、提供価値を革新して、お客様の課題解決に
的を絞り、新たな需要を創造していくとともに、
やりがいと誇りを持てる企業を目指す



参考）



国内拠点

24

全国各地に広がるネットワーク

東京店（東京都品川区）本社（大阪市西淀川区）

グループ会社

■サンマルコ株式会社
塗装工事、防水工事、ガラス工事、
内装仕上工事等の請負及び設計・監理

■オーウエルスーパービルド株式会社
塗装工事、土木工事、とび・土工工事等の
請負及び設計・監理

■オー・エー・シー株式会社
外装建材、建設機械、産業用ロボット等の
塗装請負

■株式会社オーウエルカラーセンター
塗料の調色請負・塗板見本の製作受託

■大洋ケミカル株式会社
塗料の調色請負

■ユニ電子株式会社
半導体・集積回路・電子部品の販売・輸出入



海外拠点（海外現地法人）
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奥唯（大連）貿易有限公司

韓国オーウエル株式会社

PT. O WELL INDONESIA

O-WELL GERMANY GmbH 奥唯（上海）貿易有限公司

O-WELL (THAILAND) 
COMPANY LIMITED

O-WELL VIETNAM 
COMPANY LIMITED 

O-WELL Mexico Coatings & 
Electronics S.A. de C.V. 

ドイツ

メキシコ

インドネシア

ベトナム

中国（大連）

韓国中国（上海）

タイ

UNI-ELECTRONICS
(HONG KONG) LTD.

香港

UNI-ELECTRONICS PTE LTD.

シンガポール



業績推移
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免責事項および将来見通しに関する注意事項

免責事項

この資料は投資家の皆様の参考に資するため、オーウエル株式会社（以下、当社という）の現状をご理解いただくことを

目的として、当社が作成したものです。

当資料に記載された内容は、現時点において一般的に認識されている経済、社会等の情勢および当社が合理的と

判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される

可能性があります。

将来見通しに関する注意事項

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statement）を含みます。

これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる

結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新、

修正を行う義務を負うものではありません。

お問い合わせ先

執行役員 総務部・人事部・経理部担当 大野 善崇

TEL： 06-6473-0138
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